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一
般 vaslow　spike 　＆wave 　comPtax （以下sユcrvvsvrと略す）

を示 すて ん か ん の 多 くは難 治性 である とい われて い る力丶
一

部には 予後 良好 なもの もある。今回 我々 は、予 後良好 な もの

が 臨床 的、脳 波 的に どの ような特 徴 を有すかを究 明する 目的

で 次の 検討 を行 っ た。

　 最近 5年間に 経験したslDgvgy を示 した70 例を、工群：知能 、

発 作予 後 と も良好 なもの Qo 例）、1 群 ：知能、発 作予後の
一

方（12例）又 は両方（48 例）が 不良な もの の 2群に分け、この 2群

に つ い て 性 別、年齢 h 発作型 、 基 礎疾患、CT所 見、脳波 所 見 な

どを比較検討 した。

　性別 で は工群 は 男 5例 、 女 5例 、 Ir群は男39 例 、女 21例で、

年 齢別 にみ る と工群は 2 歳〜ユ1 歳 （平均 5 歳）、工［群はll
ヵ月N

l8 歳（平均8 歳）で あ っ た。発 作 型別 で は 工群 は部 分 発 作 6例、

熱性邏攣 4 例で 、1［群tt部分 発 作 39 鍬 全 般発作 工8 例、部分

発 作 ＋全 般 発作 1 例、以 前乳 児 けい 屈 発作 が あ っ た が 現在発

作の ない もの 2 例で あ っ た。基礎疾患は 1群には全例 認め られ

なか っ たが、− 群で は
5
％O 例にあ り、 精薄、脳性麻 痺、脳炎 ・

脳 症後遺症 などが 多かっ た 。
〔】丁所 見は 工群 で は全 例正 常で あ

っ た瓜 − 群 では
55
／4g 例が異常で あ っ た。棊礎 波 が 正 常な も

のは 1群では
8
／1 ・例、− 群で は

E／S・例 で あ っ た．。⊥。W 勵 主

た る周 波数 は 工群では全 例 2N2 ．5〔ISで あ っ た。
− 群 でtt1．5C／s

以下 9例 、 L5 曜 ％27例、242 ．5Cfs　19 例、その 他 5例であ っ

た 。 覚醒時 、 睡眠時とも記録で きた 48 傚 ）slowSWOLH 現時

期をみる と、覚 醒 時 既にみ られた もの は 工群で は
8fg

例 、
且 群で

は 30／3g 例 で 、 入眠時にの みみ られた もの は 1群 で は
1
ゐ例、五

群 では q／3g 例 で あ っ た。　 sl σ VV・SW が覚 醒 時、睡 眠 時 ともに

focaユ な もの は 工群で は
4
／9例、工r群てtt　24／40　＆1］、覚 醒 時 に

はfooaユ で あ っ たが 入 眠時 には d［i．ffuse 　ecfsっ た ものは エ群

で ％ 例、1 ［ffで ％ 。例 、 覚 醒時か ら既 ua・diffUE ・ な もの

は 1 群 で
3／9 例 、1工 群で

11／40 例で あ っ た。

　 工群の 特微は次の 通りで あっ た。発 作 型は 部 分発作 と熱

性痙攣 で ある 。 基礎疾患 が ない。CT所見は 正 常で あ る。基礎

渡は 正 常の ことが 多い
、，slow ・Elwの 卞たる周 波数 は 2 〜2 ，5％

で あ る
。
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著 者 ら は 先 に 51例の て ん か ん 性精神 病 （主 に 幻 覚 妄

想 状 態 ）の 臨 床 像 と 経 過 に つ い て 発 表 した （第 13 回 日

本 て ん か ん 学 会 ）。そ れ らは 、発 作後 に 引 きつ づ い て

出現 した もの 7 例 、 意識障 害 が あ る と 推定 さ れ た （夢

幻 様状 態 な ど ） 2 例 、痴 呆 を 合 併 す る 8 例 、躁 うっ 病

様 状 態 3 例 で あ り 残 り の 31例 は 精神 分 裂病類似 の 幻覚

妄想状態で あ っ た
。 後 者 に つ い て み る と その 約 半数 は、

数 年 以 上 に わ た り持 続 す る もの で あ っ た が 残 り の 半 数

は 、数 ケ 月以 内 に 症状 が 消退す る episodic 型 で あ っ た。

　 今 回 は こ の episodie に 出 現 した 幻覚妄想状態 （以後

episode と 略す ）時の 脳波 を間欠期の そ れ と比較 検 討 した 。

　対 称 は14 例 の て ん か ん 患 者 で あ り、複 雑部 分 て ん か

ん 8 例 、 単純部 分 て ん か ん 2 例、原 発 全 汎 て ん か ん （

痙 攣 型 ） 4 例 で あ る。て ん か ん 原 性 焦 点 は 側 頭 部 8 （

左 5 、 右 2 、西側 1 ）、 前頭 部 1 （左 O 、右 1 ）、

Vertex 　1 、両 側 対 称 性 同期性 4 で あ る。　 epis 。de 中

の 脳 波 は 49、間欠期 の そ れ は 61 で 合 計 110、全 episode

総 数 は 36 で あ る。比 較 した 脳波 は 安静覚醒時、HV 、

PS 、時 を と り、睡 眠 脳 波 は 参 考 に す る だ け に と どめ た。

な ぜ な ら epis 。de中 で は 、し ば し ば 唾 眠脳 波 が 記 録 で

き な い か らで あ る。

　 結 果 　 episode 中 に て ん か ん 性 発 作波 が 増 加 す る傾

向を 有 し た もの 2 例、減 少 す る 傾 向 を 示 した も の 9 例．

不変 3 例で あ り、多 くは 発 作波 が 減少 した
。 し か し な

が ら そ の 程 度 は か な り の ば らつ き が あ り、毎回 同 様 で

あ る とは か ぎらな か っ た
。 背 景脳 波 で は 、徐波の 増加

や ア ル フ ア 波 の 徐 波 化 が み られ た もの 2 例、そ れ が み

られ な い もの 2 例、徐 波 が 時 に 増 加 し た り 減 少 した り

一
定の 傾向を もた な い もの が 6 例あ っ た

。 特に 背景脳

波 は 、抗 精 神 病 薬 や 抗 て ん か ん 薬 の 影響 が 大 き い と 考

え られ た、特 に Carbamazepineは 徐 波 を 増加 さ せ た。

こ の 種 の 比 較検討に は 、 抗 て ん か ん 薬 の 血中濃度 を 考

慮 に 入 れ 、抗 精 神 病 薬 の 影 響 を で き るだ け 除 外 して 記

録 す る 必 要 が あ ろ う。
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